特定建築物等自己評価書（発電用風力設備の場合）【自然・田園景観ゾーン】
	番号
	景観ゾーン
	該当区域
	ﾁｪｯｸ欄

	(1)
	低層住宅地

景観ゾーン
	都市計画法第８条第１項第１号に規定する用途地域（以下「用途地域」という。）のうち、第１種低層住居専用地域及び第２種低層住居専用地域の区域
	

	(2)
	住宅地

景観ゾーン
	用途地域のうち、第１種中高層住居専用地域、第２種中高層住居専用地域、第１種住居地域、第２種住居地域及び準住居地域の区域
	

	(3)
	商業・業務地

景観ゾーン
	用途地域のうち、近隣商業地域、商業地域及び準工業地域の区域
	

	(4)
	工業地

景観ゾーン
	用途地域のうち、工業地域及び工業専用地域の区域
	

	(5)
	市街地・集落

景観ゾーン
	都市計画法施行条例第４条第１項に規定する指定区域並びに第７条第２号及び第３号に規定する特別指定区域
	

	
	
	緑豊かな地域環境の形成に関する条例（以下「緑条例」という。）第９条第１項第４号に規定する区域（(1)～(4)に掲げる区域を除く。）
	

	
	
	緑条例第９条第２項に規定する区域のうち、次の区域（(1)～(4)に掲げる区域を除く。）

・西播磨地域における「伝統的なまちの区域」　・北但馬地域における「歴史と賑わいの区域」

・南但馬地域における「歴史的景観区域」　　　・丹波地域における「歴史的な町の区域」
	

	(6)
	自然・田園

景観ゾーン
	緑条例第９条第１項第１号、第２号及び第３号に規定する区域並びに(1)～(5)に掲げる区域以外の区域
	


	基　　準
	ﾁｪｯｸ欄

	(1)　建築物等は個々に建築されるものであるが、完成後は周辺建築物等と一体的な景観として総体的に認識されるものであり、相互間で調整され、関連づけられていることが望ましい。そのため、敷地内の位置、規模、意匠、材料及び色彩については、各景観ゾーンの特性に配慮し、周囲の景観に与える違和感や雑然さを軽減するよう努め、全体として調和のとれたものとする。

特に、特定建築物等は、景観に及ぼす影響が著しく大きいものであるため、地域固有の自然環境や都市環境との調和に特に配慮し、周辺環境を含めた良好な景観づくりに努める。
	

	(2)  うるおいのあるまちづくりには、緑の存在は欠かすことのできないものである。そのため、敷地の緑化や建築物緑化に努め、快適な生活空間を創出し、緑豊かな景観の形成を図るものとする。
	

	(3)  特定建築物等だけでなく、敷地内のその他の建築物や工作物、植栽等を含めた敷地全体としての景観のまとまりや質の向上に努めるものとする。
	

	(4)  良好な景観を形成している集落の入り口や街角などの視線を集める場所に建つ場合は、立地する場所に応じた位置、規模、意匠、材料及び色彩等に特に配慮するものとする。
	

	(5)  他の景観ゾーンとの境界付近では、連続する景観ゾーンからの見え方や一連の景観としてのまとまりに配慮するものとする。
	


１．一般基準

２．項目別基準

	項　　目
	基　　　　　　　　準
	ﾁｪｯｸ欄
	景 観 へ の 配 慮

	位置・規模
	人々に親しまれている山・海・谷筋などを眺める視線を遮らないようにする。
	
	

	
	周囲の景観に違和感を与えない位置・規模とするよう努める。
	
	

	
	稜線に設置しない。
	
	

	意

匠
	外壁、壁面設備、屋根・屋上、屋上設備、屋外階段
	周囲に与える突出感、違和感を軽減するような意匠とする。
	
	

	項　　目
	基　　　　　　　　準
	ﾁｪｯｸ欄
	景 観 へ の 配 慮

	材料
	経年変化により見苦しくならない材料を使用する。
	
	

	色彩
	外壁
	基調となる色は、けばけばしくならないよう、その範囲は、マンセル色票系において次のとおりとする。ただし、各面の見付面積（鉛直投影面積）の20分の１以下の範囲に使用する場合並びに航空法その他の法令により色彩について許可等を受けて設置する工作物、広告塔、広告板及び遊戯施設についてはこの限りでない。

(1) Ｒ（赤）又はＹＲ（橙）系の色相を使用する場合は、彩度４以下

(2) Ｙ（黄）系の色相　を使用する場合は、彩度４以下

(3) その他の色相を使用する場合は、彩度２以下
	
	

	その他
	植栽
	既存樹木の保全や地域の植生に配慮したうるおいのある植栽により、周辺の自然・田園景観との調和に努める。
	
	

	
	
	ただし、工場立地法その他の法令により緑化の基準が設けられている事業所等に係るものについては適用しない。
	
	

	
	駐車場
	周辺の景観と調和した入口意匠や外壁仕上げとするなど、景観に配慮する。


	
	

	
	
	通りからの見通しを確保した上で、周囲等適切な箇所に樹木等を配置する。
	
	

	
	
	配置や植栽等により、通りからの自動車の見え方や周辺景観との調和に配慮する。
	
	

	
	
	塀・門を設置する場合は形態・意匠等について周辺との調和に配慮する。
	
	

	
	接道部
	単調で圧迫感のある擁壁や閉鎖的な塀等を避けるなど、道路との関係に配慮する。
	
	

	
	屋外広告物（ネオンサイン等を含む。）
	屋外広告物条例に適合するものとする。
	
	

	
	
	周辺の環境と調和するように努める。
	
	

	
	
	照明広告物は夜間景観に配慮したけばけばしくないものとし、点滅は避ける。
	
	

	
	照明（サーチライト等を含む。）
	上に向けて設置しない。
	
	


（注）建築物等と一体となって設置される場合の当該建築物の部分は、「ぱちんこ店」の項目別基準を適用する。
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